る部のなまえ 



の 0( イヤーレシーパ‘一)ジャック 固に REPEAT CUE (にリピート 

回 REPEAT(U ピート)ボタン キュ ー) ボタン 

图 HOLD (ホールド)スイッチ 固に REPEAT REVIEWUCU ピー 

矢印の方向にずらしておくと、誤 トレビュー)ボタン 

つてボタンが押されても動作しま 团 VOLf 音量) つまみ 

せん。 图 H (-時停止)ボタン 

囲 SPEAKER (スピーカー)ボタン 
2砂じ(上押し続けると、 U モコン 
をつないでいてち、スピーカーか 
ら音び出ます。 


团 イヤホンジャック 
回 マイク(プラグインパワー)ジャック 
团 音量つまみ 
团 録音ランプ 
固 •録音ボタン 
固 ■停止ボタン 
团 ◄►再生ボタン 
圃卷戻し/レビューボタン 
图 早送り/キューボタン 
圆 ◄反お►スイッチ 
回 U ピートボタン 
画 H —時停止ポタン 


画マイク感度切り換えスイッチ 
回 V 0 R スイッチ 
画フラットマイク 
圆スピードコント □- ルつまみ 
回カウンターリセットボタン 
画ピッチコント□—ル+、ーボタン 
画 U ピート時間+、ーボタン 
國 DPC 切り換えスイッチ 
國表示窓 

國 録音時間切り換えスイッチ 
國 DC IN 3 V ジャック 

國 スピーカー 



を全のために 

\ Amw \ 

•乾電池はコイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しないでく 
ださい。乾電池の+と一び金属でつなびるとショートし、発熱することびありま 
す。 

•録りなおしのをかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 

•カセットコーダーの不具含により録音されなかった場合の録音内容の補償につい 
ては、ご容赦ください。 


主な特長 

• 再生スピードに加え、再生ピッチ(音の高さ）び調節できる 

DPC-Digi ね I Pitch Control (デジタル音程調整)機能。 

• 1秒〜48秒までのお好きな長さで、繰り返し再生できる にリピート。 

単語やフレーズを復唱する英尝話などの学習にたいへん便利です。 

• テープの表裏を確かめずに早送り、卷さ戻しびでさる イージー FF / 
REW 付き、 録再才ートリバース。 

• テープ速度を半分にしてテープを2倍の時間使える 録音時間 2 倍モード 
搭載％ 

• 大音量でも音割れの少ない音声を再生できる はつきりボイス機能 
(スピーカー再生時)。 

• 一定の強さ L 处上の音青を検知して自動的に録音び始ま0、それし^下の 
音青になるとテープび止まる V 0 R (自動音声録音スタート)機能。 

• テープカウンターや電池残量などを表示する 液晶ディスプレイ。 

• 録音状況に応じてマイクの感度を切り換えることびできる 

マイク感度スイッチ。 

* 本機の2倍 モー ド (2.4 cm / s ) で録音したテープは2倍 モー ドのないテープレコーダー 
では正しく 再生でをません。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

•所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 
■保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェ ックぞ 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

その でら具含の悪いと をはヴー ビスへ 

テクニカルインフォ><-ションセンターまたはお買い上げ店、添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書をご覧くださ 
い。 

保証期間経適後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場含は、ご要望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではカセットコーダーの補修巧性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品) 
を、製造打ち切り棲6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせ 
ていただ定ます。保有期間び経過した後も、故障箇所によっては修理巧能の場合びあ 
りますので、テクニカルインフオメーシヨンセンターまたはお買い上げ店、サービス 
窓□にご相談ください。 
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音する 


m 


テープを聞< 


I 


内蔵マイクですぐに録音できます。 

録音にはノーマルテープ (TYPE I ) をお使いください。八イポジション 
(TYPE n ). 方タル (TYPE IV) では正しく録音できないことびあります。 


D カセツトを入れる 


©手でふたを 
開ける 、 



©テープのたるみを 
とってか5、録音 
を始める面をふた 
" 側にしてカセット 
を入れる 

③ ふたを閉める 


な V 0 R (自動音声録音スタート)機能 
をけのにする 

ここでは通常の録音のしかたを説明します。 V 0 R 機能は「切」に 
しておいてください。 V 0 R 機能を使った録音については、「録音 
の便利な機能を使う」（裏面)をご覧ください。 


内蔵スピーカーか5音び聞こえます。 

ノーマルテープ (TYPE I) をお使いください。 

〇カセツトを入れる 


©手でふたを 
開ける、 


百録音時間を愚ぶ 


録音時間スイッチを 
「標準」または「2 
倍」にをわせる 


0^' 


V 0 R スイッチを 
「切」にずる 



曰録音する 


@テープのたるみを 
\ とってか6、再生 

^ を始める面をふた 
測にしてカセット 
^ を入れる 

^ 感ふたを閉める 


r 標準 J または巧倍！を還ぶ 

録音時間スイッチを、録音したときと同じ位置に合わせます。市販 
の録音済みテープを再生するとさは「標準」を選んでください。 


発信者の声をフラットマイクで明瞭に録音するために、本機を机な 
どの固い面に水平に置いてください (Boundary effect 方式)。 
おわて面から録音び始ま0、ラ5面わ続けて録音します(オートリ 
バース)。ラ5面び終わると自動的に止ま0ます。 

録音ランプ 


録音時間 

標準た停） 

>| 〇〇〇 0 〇〇〇 ) 、 
J 0 0 0 U 0 0 0 J ノ 


録音時間スイッチを 
「標準」または巧 
倍」に合わせる 


標準 (4.8 cm / s ): 通常の録音をするとき。 

「2倍」のときよ D 良い音で録音でさます。 

2倍 (2.4 cm / s ): テープ速度を半分にして2倍の時間録音をするとき。 

会議、□述、メモ録音などに適しています。音楽の録音 
にはおすすめでさません。 （60 分テープを使5と、両面 
で120分間の録音びでさまず） 



參録音ボタンを巧ず 

◄►再生ボタンび同時に押さ 
れ、録音び始まります。 


録音中は、音の強弱に合わせて録音ランプの明るさび変わります。 


0 DPC スイツチを r 切 J にする 

ここでは通常の再生のしかたを説明します。 DPC 機能を使った再 
生については「再生スピードを調節する ( DPC 機能)」（裏面)をご 
賣ください。 


マイク感度を選ぶ 


マイク感度スイッチ 
を「標準」または 
「□述」に合わせ 
る。 





な再をする 


* 一時停止は■停止ボタンを押した場をにも自動的に解除されます(ストップ 
ポーズ U リース 機能)。 

あなたび録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者 
に無断では使巧でさません。 


おわて面から再生び始ま0、ラ5面わ続けて再生します(オートリ 
バース)。ラ5面び終わると自動的に止ま0ます。 



音量つまみ 


©音量つまみで音量を 
調節ずる 


©◄►再生ボ 
タンを巧ず 


操作 

押ずボタン、ず 5 すスイッチ 

テープを止める 

■停止 

一時停止する 

■ ■一時停止 

表示窓に 「■り び点灯します。 
解除する A には、わラー度■■一時停 
止を巧す。 

表示窓の 「■り び消灯します。 

早送0する 

早送り/キュー 

巻さ戻す 

巻戻し/レビュー 

音を聞きなびら早送0する 

再生中に早送り/キューを押し続け 

(キュ ー） 

る。 

音を聞さなびら巻さ戻す 

再生中に巻戻し/レビューを巧し続 

(レビュー） 

ける。 

再生面を変える 

◄反転 ► 

カセツトを取り出す 

■停止を押してか5、手でふたを 
開ける。 


* 一時停止は■停止ボタンを巧した場合にち自動的に解除されます(ストッ 
プポーズ UU —ス 機能)。 

** 早送り、巻を戻しをしてテープび巻き取られたあと、そのままにしてお 
くと電池び急激に消耗するので、必ず■停止ボタンを巧してください。 

キュー/レビュー時のごま意 

キュー/レビュー後、じ(下のよラに再生に戻5ない場合びありま 
す。そのときは、しわたん■停止ボタンを巧してか5、◄►再生ボ 
タンを押して、再生を始めてください。 

•キュー/レビューをしてテープの端まで卷さ取られたとさ、ボタ 
ンか5指を離してち再生にならない。 

* 乾電池で使巧中、キュー/レビュー後にボタンか5指を離すと、 
巧び点灯して、再生にな5ない。 


テープ速度びおかしいときは、録音時間スイッチを確認してくださ 
い。 











^ 録音ずる—応用 


録音中の音を聞<には 


►テ— プを聞ぐ—応規 


録音の便利な機能を巧ラ 


イヤホンジャック 


•録音ボタン 

巻戻し/レビュー 
ボタン 

◄反転►スイッチ 



マイク感度スイツチ 
VOR スイッチ 

カウンターリセット 
ポタン 


付属の U モコン付をイヤーレシーノ く一をイヤホンジャックにつなざます。 
モニター音は U モコンの音量つまみで調節でをます。録音される音の大さ 
さは一定に保たれます。 

後追い録音をする 

再生中に♦録音ボタンを巧すと、そこか5録音状態になります。録音され 
たちのの一部分を修正したいとさなどに便利です。 

録音したものをすぐに聞く (ワンタッチレビュー） 

録音中に巻戻し/レビューボタンを巧すとテープび巻を戻され、手を離すと 
そこか5再生び始まります。 


か部マイクや他の機器から録音する 



録音ずる面を選ぶ 


状況に合わせて VOR 機能をお使いいただけます。 


再を速度に合わせてピッチを自動調整ずる 


両面を続けて録音ずる 

1 録音を始める面をふた側にしてカセットを入れます。 

2 ◄反転►スイッチび「おもて面」であることを確認します。 

3 録音を始めます。 

おわて面(ふた側の面)の録音び終わると、自動的にうら面(本体側の面)から 
録音び始ま0ます。（ただし、おもて画か5う5面に切0換わる間、数秒間 
録音びとざれます。 ） う5面の録音げ終わると、自動的に停止します。 

片面だけを録音ずる 

1 録音をする面を本体側にしてカセットを入れます。 

2 ◄反転►スイッチを「ラ5面」にします。 

3 録音を始めます。 

録音はラ5面から始まります。う5面の録音げ終わると、自動的に停止し 
ます。 

•録音する面のツ>< び折れていないことを確認してください。 

.停止中にふたを開けるとテープの走行方向は自動的におちて面になります。再び操 
作すると、必ずおちて面を録音します。 

•録音中は◄反転►スイッチは使えません。 

テープカウンターを使う 

録音を始める前に、カウンター U セットボタンを押してテープカウンター 
を 「000」にします。録音の頭を探すのに便利です。テープカウンターは 
おわて面を走行中は数字が増え、ラら面を走行中は数字び減っていきま 
す。 

音がしたとを自動的に録音を始める ( VOR 機能） 

VOR スイッチを「入」にしておさます。 

♦録音ボタンを押すと、ある大きさの音をマイクび拾ラと自動的に録 
音び始まり、音びルさくなると止まります。録音の途中でテープを止める 
手間びはぶけるので□述録音するときに便利です。また、空録音の部分び 
なくなり、テープび有効に使えます。 

録音中に VOR スイッチを「入」にすることもできます。 

• VOR 機能は周囲の環境や使用条件に左ちされます。状況に合わせてマイク感度ス 
イッチを「標準」または「口述」にしてください。 VOR スイッチを操作しても思い 
通りに録音できないときは、 VOR スイッチを「切」にしてください。 

•音を感じてから録音び始まるので、言葉の初めの部分は録音されないことびありま 
す。大切な録音のときは、 VOR スイッチを「切」にしてください。 


録音ずる前に 

•接続コード類のプラグはしっかり差し込んでください。 

• 接続や音量調節の失敗を防ぐため、本番前に試し録音をしてください。 

•下の例はソニー製品の場含です。他社製品との接続びラまくいかないときは、その 
製品の説明書をご覧ください。 

か部マイク側売り)で録音する 

マイクジャックにプラグをしっかり差し込むと、内蔵マイクは自動的に切 
れ、外部マイクの音を録音します。プラグインパワー対応のマイクを使ラ 
と、マイクの電源は本機から供給されます。 


マイク(プラグたプラグ付きマが□ホン芒 M-T15( 別売り)など 
インパワ ー) へ T 



TCM-900 


1 DPC スイッチをけート」にします。 

2 スピードコント n— ルつまみを調節します。 
ゆっくり再生する：遅い側 
速<再生する：速い側 


再を音のピッチ(音の高さ)と再生速度を別々に調 
節する 


1 DPC スイッチを「マニュアル」にします。 
2 スピードコント n- ルつまみを調節します。 
ゆっくり再生する：遅い側 


速<再生する：速い側 
3 ピッチコント□ールボタンを押します。 
音を低くする：ーボタン 
音を高くする：十ボタン 
ピッチ表示び変わ0ます。 




•再生中に DPC スイッチを切り換えると一瞬音び途切れます。 

• DPC 機能を使用したとを、原音と同じピッチにはなりません。また音質ち多少異な 
ります。 

•電池び消耗しているとをに、スピードコント□ールつまみを急に動かすと停止する 
ことびあります。ゆっくり動かずか、電池を交換してください。 


リピート再生する(にリピート機能) 


1 本機にカセットを入れます。 

2 他の機器の録音する音を出し、聞さやすい音量にします。（テレビやラ 
ジオの REC OUT や画!ジャックなどから録音するときは、他機の音量 
を変えても録音には影響しません。） 

3 本機の•録音ボタンを巧します。 


特定の部分をく0返し聞くことびできます。く 0返す長さ(リピート時間) 
は、1秒〜48秒の中か5選べます。 



1 表示窓を見なが5、リピート時間ボタ 
ンで U ピート時間 (1 秒〜48秒)を決め 
ます。 

+を押すと1秒ずつ増え、一を押すと 
巧少ずつ減0ます。巧し続けると、数 
字び速く変わります。 

2 ◄►再生ボタンを巧して再生を始めます。 

3 くり返したい部分の最後でリピートボタンを押します。指定した秒数だ 
け前に戻り、くり返し再生されます。 


操作 

巧ずボタン 

普通の再生に戻る 

U ピート 

一時停止する 

■■一時停止 

表示窓に「■りび点灯し、 REPEAT び点滅 
します。 

解除するには、わラー度■■一時停止を押 


す。 

U ピート時間を変える 

停止時に U ピート時間+または- 


. U ピート再生時はテープ再生時と音質びをみ異なります。 

• U ピートボタンは、テープを再生しているとをに押してください。一時停止中にボ 
タンを押してち、 U ピート再生にはなりません。 

. U ピー ト 再生中に U ピート時間+または-ボタンを押すと、普通の再生に戻りま 
す。 

•普通の再生を始めてからリピートボタンを押すまでの時間び指定した U ピート時間 
より短い場合は、再生された分だけ U ピートします。 

•普通の再生中に一時停止した部分は無音部として、キュー/レビューした部分は早聞 
き音として U ピート再生されます。 

y モコンで II ピート再をする 

付属の U モコンをつなぐと、リピート操作び簡単にでさます。また、リ 
ピート部分の中で、キュー/レビューびでさます。 

REPEAT ボタン 

SPEAKER ボタン 
IC REPEAT CUE ボタン 
に REPEAT REVIEW ボタン 
VOL つまみ 
■ ■ボタン 

1 付属のリモコンをイヤホンジャックにつなざます。 

2 HOLD スイッチを矢印と反巧の方向にずらします。 

3 スピーカーで聞くとさは、 U モコンの SPEAKER ボタンを 2 秒];(上押し 
続けて、スピーカーか5音が出るよラにします。 

4 再生を始めます。 

5 くり返したい部分の最後で、 U モコンの REPEAT ポタンを巧します。 


操作 

巧ずボタン 

普通の再生に戻る 

REPEAT 

一時停止する 

II 

解除するには、もラー度一時停止を押す。 

リピート部分を早送0する 

に REPEAT CUE を押し続ける。 

(ICU ピートキュー） 

キュー中、「ピー、ピ-」といラ確認音 

び鳴ります。 

1秒間押していると、約3秒分進みます。 

U ピート部分を早戻しする 

に REPEAT REVIEW を押し続ける。 

(ICU ピートレビュー） 

レビュー中、「ピー、ピー…」という確認 
音げ鳴ります。 

■I 秒間押していると、約3秒分戻ります。 

スピーカーか5音を出す 

SPEAKER ポタンを2秒!; LL 押す。 

スピーカーか5の音をおす 

SPEAKER ボタンを短く押す。 


付属のイ ヤーレシーバーで 聞くときは 

U モコンの0ジャックにイヤーレシーバーをしっか0差し込み、本体の音 
量つまみを7分目程度にをわせます。音量は、 U モコンの音量つまみで調節 
して<ださい。本体にリモコンをつなぐと、スピーカーか5の音は自動的 
に出な< な0ます。 




スピーカーで再生中でち、一度 U モコンをイヤホンジャックから抜いてしまラと、再 
び差し込んだとをにはスピーカーから音び出なくなります。そのとさは 、 SPEAKER 
ボタンを2秒政上巧し続けて < ださい。 

►雷;爲_ 

電源について 

乾電池を交換する時期 

電池び消耗すると、電池交換お知らせ表示び点灯しまず。 

録音ランプび暗くな0、テープ走行が不安定になった0雑音びを<なった 
りしまずので、乾電池を2本とも新しいものと交換してください。 

乾電池は別売0のソニーアルカ U 乾電池のご使用をおすすめします。 


表示 


4"^ 4 1=^^^ 4 cfVl 

意味 

残量は 
充分です。 

残量び少な< 電池び消耗しています。 

なってきました。 しば5くすると、本体の 

動作び止まります。 


•電池を交換した樹ま、一度動作させるまで巧、■(^などの表おは出ません。 
•早送り (キュー)/ きを戻し (レビュー) 中に電池交換表示巧び点灯する ことび 
あ0ますび、正常に動かないとさのみ、電池を交換してください。 

•巧ランプび点灯しても、しばらくはテープび正常に動きますび、内蔵ス 
ピーカーか5大きな雑音び出たり正しく録音されていないことびあります 
ので、必ず乾電池を交換してください。 

•テープの動きはじめやテープの終わりで、電池交換表示巧び瞬間的に点 
灯することびあります。表示びすぐに消えた場をは、乾電池を交換する必 
要びあ0ません。 


乾電池の持続時間 


使用電池 

録音時 (J 曰 TA *) 

再生時 (J 曰 TA ) 

DPC 再生時** 

ソニーアルカ1」乾電池 
LR 6( SG ) 使用時 

約12時間 

約10時間 

約目.5時間 

ソニーマンガン乾電池 
R 6 P ( SR ) 使巧時 

約3時間 

約2時間 

約1.別寺間 


* J 曰 TA (電子情報技術産業協尝)の規格による測定値です。（ソニー HF シリーズカセ 
ットテープ使用、音量7分目程度でミュージックテープを再生した場含。） 

** DPC スイッチび「オート」で、スピードコント□ールつまみを速い側に回しきっ 
た場口-〇 

電池の持続時間は、使巧条件によって短くなる場合びあります。 

コンセントにつないで使う 

1 AC パワーアダプター AC-E30L (別売り)を本体の DC IN 3V ジャックに 
つなぎます。 

2 AC パワーアダプターをコンセントにつなざます。 

•この製品には、別売りの AC パワーアダプ ゾ 

夕一 AC - E 30 L (極性統一形プラグ - JEITA ◊ 

規格)をご使巧ください。上記し^外の AC パ 極性統一おプラグ 
ワーアダプターを使用すると、故障の原因 
になることびあります。 


►その/お 

お手入れ 


よい音でテープを聞<ために 

10時間程度使った5、別売りのクリーニングキット (KK-41) でヘッド、 
キヤプスタン、ピンチ□ーラーをされいにして<ださい。 



本付:表面が巧れたときは 

水気を含ませた柔5かい巧で軽くふいたあと、か5ぶさします。シンナーやべ 
ンジン、アルコール類は表面の仕上げを傷めますので使わないでください。 


K 障かな？ 

修理に出す前にわラー度お調べください。ご不明な点びあるとさはテクニ 


カルインフオメーシヨンセンターへお問い合わせください。 


樹犬 

原因/処置 

カセットび入らない。 

カセットぶたび閉まらない。 

•カセットの向をび正しくない。 

操作ボタンを押してち動作しない。 

•乾電池の©と©の向をび正しくない。向をを 
確認して入れなおす。 

•乾電池び消耗している。^2本とち新しいちの 
と交換する。 

• AC パワーアダプターび正しく接続されていな 
し、。 

• 電源に差し込んでいない AC / ':ワーアダプターや 
カーバッテ U -コードを本体につないでいる。 

U モコンのボタンを巧しても動作 
しない。 

• U モコンび HOLD (ホールド)状態になってい 
る。 一 HOLD スイッチを矢と反対の方向へず 

らす。 

録音でさない。 

•カセットび入っていない。 

•カセットのツメび折れている。 一 録音内容を消 
してもよい場合は巧をふさぐ。 

録音び途中で止まる。 

• V 0 R び働いている。 V 0 R を使用しないと定は 
スイッチを「切」にする。 

前の音び完全には消えない。 

•消去へッドび;'ちれている。^クリーニングする。 
•八イポジション、メタルのテープを使っている。 

再生でさない 

•ラら面の状態でテープび終わりまで巻き取られ 
ている。 一 ◄反転►スイッチをおをて面にす 

スピーカーから音び出ない。 

•イヤーレシーバーび差し込まれている。 

ーイヤーレシーバーを抜くか、リモコンの 
SPEAKER ボタンを2抄政上押す。 

•音量び最ルになっている。 

イヤーレシーバーから音び出なし、。 

• U モコンの音量び最ルになっている。 

.本体の音量び最小になっている。 一 7分目くら 
いにする。 

音び小さい。 

音質びよくない。 

雑音び入る。 

•音量び絞られている。 

•乾電池び消耗している。^2本とち新しいちの 
と交換する。 

•録音/再生ヘッドび巧れている。ーク IJ - ニング 
する。 

•ピッチを調節すると、多少音質び変わります[ラ 
な0び聞こえた0、エコーびかかったよラに M 
こえるなど)び、故障ではありません。 

•カセットテープをスピーカーの上に直接置いたた 
め、テープび磁化されて音質び劣化した。 

•八イポジション、メタルのテープを使っている。 

音び不安定で急に音程び狂ラ。 

•乾電池び消耗している。^2本とち新しいちの 
と交換する。 

•キヤプスタンやピンチ□ーラーび巧れている。 

ー ク U —ニングする。 

再生速度び速すぎたり 
遅すざたりする。 

再生音びおかしい。 

.録音時間スイッチの位置び、録音時と違ラ位置 
にある。 一 反対側に切り換える。 

. DPC スイッチが「オー SI または「マニュア 

ル」で、スピードコント□ールつまみび中央しソ 
がの位置にある。 

•乾電池び消耗している。^2本とち新しいちの 
と交換する。 

スピードコン ト □ールつまみを回 
してちスピードび変わらない。 

• DPC スイッチび r 切」になっている。 

ピッチコント□ールボタンを巧し 
てちピッチび変わらない。 

. DPC スイッチび r 切」またはは一りになっ 
ている。 

U ピート再生の音質びよくない。 

• U ピート部分はにに記歸したものを再生してい 
るので、音質は多少、悪くなります。 


使用上のごま意 

録音について 

•録音には、必ずノーマルテープ (TYPE I )をお使いください。（八イポジションが夕 
ルテープでは正しく録音できないことびあります。） 

.マイクジャックにが部マイクや接続コードび差し込まれていると、内蔵マイクを 
使っての録音はできません。 

•内蔵マイクを強<押さないで<ださい。マイクび変形し、雑音の原因となります。 
•録音中、マイクを電む線や壁光灯に近づけすざると、ノイズび入ることびあります。 
•録音中はスピーカーから音は出ません。付属のイヤーレシーバーで聞いてください。 
•録音中の音をイヤーレシーバーで聞いているとを、音量を上げすざるとイヤーレシー 
バーの音をマイクが拾い、ピーといラ音び生じることびあります ( A ウリング現象)。 
この焉合は音量を下げてください。 

大切な録音を守るには 

カセットのツを折ると録音状態にできなくなるので、録音した音声を誤って消して 
しまラミスび防げます。ッ><を巧ってを巧をふさぐと再び録音できます。 

録音面 


取り扱いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因になります。 

. U モコンやイヤーレシーバーのコードを強<引っぱらないで<ださい。 

•巧のよラな場所には置かないで<ださい。 

-温度び非常に高いところ (6 日で政上)。 

一直射曰光のあたる場所や暖房機器の近<。 

一窓を閉めさった自動車巧(特に夏季)。 

一風呂場など湿気のをいところ。 

一磁石、スピーカー、テレビなど磁気を帯びたちのの近く。 

一ほこりのをいところ。 

•湿度び高いところ(40で切上)や低いところ(日む政下)では液晶表示び見にくくなった 
り、表示の変わりかたびゆっくりになることびあります。常温になればちとに戻り 
ます。 

• 長時間了ープについて 

90分をこえるテープは非常に薄く伸びやすいので、こをざみな走行、停止、早を 
り、巻き戻しなどを繰り返さないでください。テープび機械に巻さ込まれる場合び 
あ0ます。 

•エンドレスカセッ ト テープについて 

エンドレスカセットテープはお使いにならないでください。機械に卷さ込まれる場 
含びあります。 

•付属のイヤーレシーバーをご使用中、目几に合わないと感じたときは早めに使巧を中 
止して医師またはテクニカルインフオメーションセンター、ソニーの相談窓□にご 
相談ください。 

イヤーレシーパーについて 

まわりの人のことを考えて 

付属のイヤーレシーバーは、音量を上げすぎると音びがに漏れます。音量を上げすざ 
て、まわりの人の迷惑にならないよラに気をつけましよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいびちですび、イヤーレシーバーで聞くとを 
はいつち呼びかけられて返事びでさるくらいの音量を目安にしてください。 

U モコンについて 

付属の U モコンは本機専巧です。また、他機種に付属の IJ モコンで本機の操作はでを 
ません。 

キ トッシュ カー ドや定期券など、磁気を利用した力ード類をスピーカーに近づ 
けると、マグネットの影響で磁気げ変化して力ードげ使えな<なることげあり 
まずので、 ごを意ください。 

万一故障した場合は、内部を開けずにテクニカルインフオメーションセンターまたは 
お買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 



セ□八ン テー プ 



主な仕様 

トラックち式 コンパクトカセットモノラル 

スピーカー 直径3 目 mm 

テープ速度 4.8 cm / s 、2.4 cm / s のスピード切り換え 

(標準一 2倍モード切り換え） 

周波数範囲 ( JEITA’）TYPE I (ノーマル)カセット150 Hz 〜6,300 Hz 
(録音時間スイッチ「標準」時） 

入力端子 マイク ( S ニジャック/プラグインパワー対応) (1) 

最ル入カレベル 0.12 mV 
インピーダンス3 kQ 政下のマイク庙 
出力端子 イヤホン f ミニジャック )(1) 

負荷インピーダンス8 n 〜3日0 £2のイヤホン用 
実巧最大出力の C 時）スピーカー 25日 mW ( J 曰 TA ) 

スピードコントロール巧変範囲 

約+100%〜一日0%(録音時間スイッチ r 標準」時） 

約+100%〜一30%(録音時間スイッチに倍」時） 

ピッチコント□ール可変範囲 

約+1オクターブ〜一1オクターブ 
電源 DC 3 V 、 単3形乾電池2本使用 

最大が形寸法 約 86.7 mm x 112.8 mmx 35.7 mm (幅/高さ/奥行き） 

最大突起部含む 
質量 本体約200 g 

ご使巧時約280 g (マンガン乾電池2本、カセットテープ 
HF 60 を含む） 

付属品 • イ ヤーレシーバー (1) 

-ソニーマンガン乾電池 f 単3あ) R 6 P ( SR )(2) お試し巧** 

. U モコ ン (1) 

•キャ U ング ポーチ (1) 

•取扱説明書•保証書 (1) 

. ソニーご相談窓□のご案内 (1) 

別売りアクセサリー AC パワーアダプター AC - E 30 L (極性統一形プラグ- JEITA 規 
格） 

エレクトレ ッ トコンデンサーマイク□ホン ECM - T 15 

力ーバッテリーコード DCC - E 230 

接続コード RK - G 64 

ク U —ニングキット KK -41 

ク U - ニングカセット CHK -1 W / C -1 KW 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協含)規格による測定値です。 

** 付属のマンガン乾電池はお試し巧です。購入する場合はソニーアルカ U 乾電池を 
おすすめします。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承く 
ださい。 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホームページをごま巧ください。 


http://www.sonv.co.jp/support 



を記き号へ接続を、 
最初のガイダンスび 
流れている間に 

r304j+r#j 

を巧してください。 
直接、担当窓口へ 
おつなざします。 


ソニー株式会社〒1 08-007 已ま京都港区港南1 -7-1 












